
帯広市立保育所 保育理念 

 

仲間と自然を愛し、現在（いま）をたっぷり楽しみながら 

豊かな未来をみんなで創りだす力を育みます 
 

 

○こどもたちは、信頼できるまわりの大人たちに愛され、毎日積み重ねられる生活を通して知恵や文化を 

学び、自分をつくりあげていきます。 

保護され依存する生活から、自分で考え、決めていくことを重ねて、独り立ちしていきます。 

 

○こどもたちは、まわりの自然に自分の力で働きかけ、たくさんのことを学びます。 

自然の中で仲間と遊び、興味や楽しみを共有し、体験を通して自然の変化や仕組みを感じ取り、 

物事をより深く見つめられるようになっていきます。 

 

○こどもたちは、仲間との生活や遊びを通して、自分への自信や誇りを持つようになります。 

仲間の気持ちに気づき、誰もがかけがえのない存在であることを知り、自分も他人も大切にできる 

ようになります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

心身ともに健康な子 

 

 

 

基本的な生活習慣が身につき       

見通しを持って生活しようとする子 

 

 

友だちとたっぷり遊び、感じたことを       

豊かに表現する子   

 

       

 

まわりの大人や友だちに支えられ、       

意欲的に活動し考えられる子 

 

 

 

自分をしっかり表現し、相手の気

持ちに気づき、共感したり、力を

合わせたりができる子                         

・気持ちよく過ごす生活リズムをつくります 

・たっぷり遊び、楽しく食べ、安心して眠る環境をつくります。 

・戸外活動や散歩など、全身を使っての遊びを通して、病気に負けない身体をつくります。 

 

・自分のことを自分でしたい気持ちを尊重し、身辺の自立を目指します。 

・こどもが自分でできたときの喜びや達成感を大切にします。 

・一日の生活の流れを理解し、主体的に行動できる力を育みます。 

・働くことが喜びにつながるような活動を大切にします。 

 

・こどもの発見に共感し、興味や関心を広げる働きかけをします。 

・見る、聴く、身体を動かす、歌うなどの様々な体験ができるようにします。 

・いつでも描いたり作ったりできる環境を整え、活動を豊かにします。 

・絵本や伝承遊びなどの良質な文化を提供します。 

 

・愛着形成をしっかりと支えます。 

・こどもの不安な気持ちを受けとめ、安心して活動ができるようにします。 

・興味や関心が広がるような楽しい体験ができるようにします 

・約束ごとや制限は少なくし、否定語は急な危険を回避するときのみにします。 

 

 

・こどもが安心できる保育を目指します。 

・話を聞く楽しさ、話を聞いてもらう喜びを十分経験できるようにします。 

・友だちに思いを寄せること、自己主張やケンカ、葛藤する気持ちも大切にします。 

・様々な人たちとの交流、つながりを大切にします。 

 

 

帯広市立保育所 保育の目標と保育の方針 


